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エチレン-ビニルアルコール共重合フィルムの表面分子の回転について

武庫川女子大家政　○吉田恭子　佃　直美　安田　武

　目的：　著者らは繊維の消費的性能の経時変化（例えば、桃水加工したものが長時間雨に

当たると揆水性を失うことなど）から考えて、繊維素材の表面極性基が環墳によって回転

しているのではないかとの発想から、高分子フィルムにC F 4プラズマ処理をして高い挑

水性を与え、それを水に浸漬したときに揆水性が低下することを実証した。しかし、それ

はＦ基特有の現象かもしれないので、本研究では、異種の極性基をもったエチレンとビニ

ルアルコールの共重合体フィルムを用いて、それを水に浸墳したときに、周囲の環境に応

じて表面の極性基がどのように変化するかを検討した。

　方法：　試料として、エチレン含有量が29、32、38、44 爾oUの４種のエチレンービニル

アルコールの共重合体フィルムを用い、主として、試料を水に浸潰する時間（1分～120

分）および慢漬温度（10、30、5ox: ）の変化による接触角の測定を行った。なお、接触角

の測定は接触角計（協和科学K.K）を用いて試料表面に水滴を滴下し、それを写真撮影して

フィルム上より求め&。

　結果：　接触角を測定すると、エチレン含有量の多いものほど高い揆水性を示すが、水に

浸漬した場合は、いずれの試料も浸漬時間とともに接触角が低下し、エチレン含有量の多

いものほど短時間で平衡値It 遼する。また、水a. 浸漬する温度の高い方が接触角の低下が

著しい。これらのことから周囲の環境状況により、親水基と揆水基が表面に出現したり、

内部にもぐり込んだりして回転拡散をしているものと考えられる。このような現象は、一

般的に被服材料の消費性能の評価に大きい関連を持っているのではないだろうか。

D 90 起毛編地の洗浄による性能変化

香川大教育　　　　小川曹子

目的　起毛した繊維製S,として，近年メリヤス生地を裏起毛して，冬のパジャマ等の日常

着に用いられるようになってきた。これらは家庭洗濯の頻度が高く，洗濯による起毛部分

に形態一変化が起きると推定され，着心地を損ねたり，また保温性，通気性などの保健衛生

的機能に影響を及ぼすのではないかと考えられる。そこで，裏起毛メリヤス* 2種（綿56

%／ポリエステル-4411!　平均起毛長6.gu,アクリル39!!!／綿34Ji／ポリエステル21%　平均起毛長

1311m）について,一　繰り返し家庭洗濯を行い，･諸性能に及ぼす影響を翻べた。

方法　20×20cniの試料を，起毛面の表裏が一定となるように筒状にして, 繰り返し洗濯を

行った。洗浄条件は，二槽式電気洗濯機（ナショナ;l/ N■3 6 0 0　強水流　反転），市販弱ア

ルカリ性合成洗剤（濃度0.1311!) ,温度ace, 浴比1 : 30, 洗濯9分，すすぎ３分２回，脱

水２分である。洗濯前後の試料について，厚さ，密度.空隙率，保温性，通気性, 透温性，

変退色,表面状態を観察測定した。あわぜて未洗浄試料についてJIS　Ｌ　1 0 76, L　1018

に基づきピリング性，収縮率を調べた。

　この結果，どちらの試料も，未洗浄の場合はピリング，収縮率共に，変化が少ないが，

繰り返し洗濯によっては，毛羽の乱れなど表面状態は著しく変化する。特に起毛長の長い

･場合や起毛部分を表にして洗濯を行った場合，表面状態の見かけの悪,化は著しい。しかし，

布の厚さ，空隙率，保温性は洗濯回数の増加と共に若干の低下が見られるが，あまり影響

を受けないIことがわかった。


